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	 連絡先：	日本植物調節剤研究協会　総務部企画課
	 	 	 TEL	03-3832-4188			
　　　　		 E-mail	kikaku@japr.or.jp

■研究会等
■第36回報農会シンポジウム　
「植物保護ハイビジョン2021」
－明日の植物防疫の可能性を探る	〈新たな試みの貢献に期待〉
	 主催：公益財団法人報農会
	 日時：2021年9月29日（水）	10:00～15:30
　　　オンラインによるライブ配信
	 講演：①	植物防疫の現状と課題について
	 	 　二階堂　孝彦（農林水産省植物防疫課）
	 	 ②	鳥獣被害の実態と対策について
	 	 	 古屋　益朗（野生生物研究所）
	 	 ③	AIを活用した病害虫の画像診断
	 	 	 彌冨　仁（法政大学）
	 	 ④	温暖化に対応した山形県庄内におけるカンキツ	
	 	 　	適応性試験の取組み
	 	 	 安孫子　裕樹（山形県庄内総合支庁）
	 	 ⑤	雑草を活かして雑草を防ぐ有機稲作
	 	 	 舘野　廣幸（舘野かえる農場）
	 参加費：	 3,000円（講演要旨集を含む。講演要旨集のみ購入	
	 	 	 の場合2,000円）
	 参加申込み：報農会ホームページに掲載の開催要領を参照
	 	 	 の上，申込用紙をEメール又はFAXにて申込み	
	 	 	 下さい。
	 連絡先：	報農会　
　　　　		 TEL/FAX	042-452-7773
　　　　		 E-mail	khono511@car.ocn.ne.jp

■植物化学調節学会第56回大会
　日程：2021年11月13日(土)～11月14日(日)
	 	 オンライン開催
　参加申込み：学会ホームページ参照（2021年10月21日締切）
	 発表申込み：2021年9月30日締切
　※雑草学会員，農薬学会員も参加・発表可能

■第44回農薬残留分析研究会
　主催：日本農薬学会　農薬残留分析研究会
　日程：2021年11月17日(水)～11月18日(木)
	 	 ハイブリッド開催（対面参加100名以下＋オンラ	
	 	 イン参加）

■協会だより
■試験成績検討会（リモート開催）
●2021年度水稲関係除草剤作用性・拡散性・直播作用性・　　	
　適1試験成績検討会
　日時：2021年10月15日（金）		9:30～17:00	

●2021年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
　日時：2021年10月21日（木）		9:30～17:00	
																						 22日（金）		9:30～17:00

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として，いずれも
Web会議形式にて開催いたします。
　なお，通信障害リスクの軽減及び会議中の煩雑さ回避の
ため，参加人数は必要最低限にして行います。

■緑地管理研究会（リモート開催）　
	 日時：2021年10月11日（月）		10:00～17:00	
	 講演１：緑地管理用薬剤の効果的で安全な利用方法について
	 	 ①	緑地管理用除草剤・抑草剤の効果的な使用方法	
	 	 	 （日本植物調節剤研究協会）
	 	 ②	緑地管理用農薬を安全に使用するための注意点	
	 	 	 （緑の安全推進協会）
	 講演２：各利用場面における課題紹介
	 	 ①	沖縄のギンネムとツルヒヨドリ（南西環境研究所）
	 	 ②	高速道路関係その１（中日本ハイウェイ・エン	
	 	 　	ジニアリング東京）
	 	 ③	高速道路関係その２（西日本高速道路エンジニ	
	 	 　	アリング九州）
　　　	 ④	電力関係（中部電力）
	 	 ⑤	河川関係（河川財団）
	 講演３：薬剤紹介（メーカー各社からのプレゼンテーション）
	 参加費：無料（事前申込み者に参加URLを配付）
	 参加申込み：協会ホームページに掲載の開催要領を参照の	
	 	 	 上，9月3日（金）までにEメールにて下記
	 	 	 宛に申込書をお送り下さい。

広　 　　　場
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	 連絡先：	日本植物調節剤研究協会　総務部企画課
	 	 	 TEL	03-3832-4188			
　　　　		 E-mail	kikaku@japr.or.jp

■研究会等
■第36回報農会シンポジウム　
「植物保護ハイビジョン2021」
－明日の植物防疫の可能性を探る	〈新たな試みの貢献に期待〉
	 主催：公益財団法人報農会
	 日時：2021年9月29日（水）	10:00～15:30
　　　オンラインによるライブ配信
	 講演：①	植物防疫の現状と課題について
	 	 　二階堂　孝彦（農林水産省植物防疫課）
	 	 ②	鳥獣被害の実態と対策について
	 	 	 古屋　益朗（野生生物研究所）
	 	 ③	AIを活用した病害虫の画像診断
	 	 	 彌冨　仁（法政大学）
	 	 ④	温暖化に対応した山形県庄内におけるカンキツ	
	 	 　	適応性試験の取組み
	 	 	 安孫子　裕樹（山形県庄内総合支庁）
	 	 ⑤	雑草を活かして雑草を防ぐ有機稲作
	 	 	 舘野　廣幸（舘野かえる農場）
	 参加費：	 3,000円（講演要旨集を含む。講演要旨集のみ購入	
	 	 	 の場合2,000円）
	 参加申込み：報農会ホームページに掲載の開催要領を参照
	 	 	 の上，申込用紙をEメール又はFAXにて申込み	
	 	 	 下さい。
	 連絡先：	報農会　
　　　　		 TEL/FAX	042-452-7773
　　　　		 E-mail	khono511@car.ocn.ne.jp

■植物化学調節学会第56回大会
　日程：2021年11月13日(土)～11月14日(日)
	 	 オンライン開催
　参加申込み：学会ホームページ参照（2021年10月21日締切）
	 発表申込み：2021年9月30日締切
　※雑草学会員，農薬学会員も参加・発表可能

■第44回農薬残留分析研究会
　主催：日本農薬学会　農薬残留分析研究会
　日程：2021年11月17日(水)～11月18日(木)
	 	 ハイブリッド開催（対面参加100名以下＋オンラ	
	 	 イン参加）

■協会だより
■試験成績検討会（リモート開催）
●2021年度水稲関係除草剤作用性・拡散性・直播作用性・　　	
　適1試験成績検討会
　日時：2021年10月15日（金）		9:30～17:00	

●2021年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
　日時：2021年10月21日（木）		9:30～17:00	
																						 22日（金）		9:30～17:00

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として，いずれも
Web会議形式にて開催いたします。
　なお，通信障害リスクの軽減及び会議中の煩雑さ回避の
ため，参加人数は必要最低限にして行います。

■緑地管理研究会（リモート開催）　
	 日時：2021年10月11日（月）		10:00～17:00	
	 講演１：緑地管理用薬剤の効果的で安全な利用方法について
	 	 ①	緑地管理用除草剤・抑草剤の効果的な使用方法	
	 	 	 （日本植物調節剤研究協会）
	 	 ②	緑地管理用農薬を安全に使用するための注意点	
	 	 	 （緑の安全推進協会）
	 講演２：各利用場面における課題紹介
	 	 ①	沖縄のギンネムとツルヒヨドリ（南西環境研究所）
	 	 ②	高速道路関係その１（中日本ハイウェイ・エン	
	 	 　	ジニアリング東京）
	 	 ③	高速道路関係その２（西日本高速道路エンジニ	
	 	 　	アリング九州）
　　　	 ④	電力関係（中部電力）
	 	 ⑤	河川関係（河川財団）
	 講演３：薬剤紹介（メーカー各社からのプレゼンテーション）
	 参加費：無料（事前申込み者に参加URLを配付）
	 参加申込み：協会ホームページに掲載の開催要領を参照の	
	 	 	 上，9月3日（金）までにEメールにて下記
	 	 	 宛に申込書をお送り下さい。

広　 　　　場
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取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 TEL 03-3833-1821

　場所：フェニックスプラサ	小ホール
	 	 （福井県福井市田原1丁目13番6号）
	 1日目（11月17日）
	 　招待講演-I
　　「農業用ドローンを用いた最新の農薬散布について	
	 　（仮題）」
　　　柳下　洋（株式会社ナイルワークス）
	 　招待講演-II
　　「パッシブサンプリング法を用いた河川水中の残留
	 　　農薬分析について（仮題）」
　　　矢吹　芳教（大阪府立環境農林水産総合研究所）
	 　招待講演-III
　　「花粉・花蜜残留試験について（仮題）」
	 　　荒井　雄太（日本植物防疫協会）
	 　ポスターセッション，企業展示
	 　招待講演-IV
　　「作物代謝をはじめとする農薬の各種運命試験について
　　（仮題）」
　　　増田　稔（残留農薬研究所）　
	 　特別講演
　　「北陸の秋冬期における除草剤の利用によりカメムシ
	 　　による斑点米の激減（仮題）」
	 　　高岡　誠一（福井県植物防疫協会）　
	 2日目（11月18日）	
	 	 ポスター発表，各種セミナー，エクスカーションを企画中
	 	 参加・	発表申込み：		日本農薬学会ホームページを参照

のこと
	 	 	 	 	 	


